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ＳＧ思考基礎（３）
公民・理科・情報のTT

グローバル社会に必要な
教養・科学的思考法を身に
つける。現代社会の基礎知
識・理論の習得に加え、デ
ィスカッション等を通して
合意形成力やクリティカル
に考えロジカルに表現する
力を身につける

グローバル・
イングリッシュ（１）

グローバル課題の英文読解
や留学生とのセッションを通
して、英語でのﾌﾟﾚｾﾞﾝやﾃﾞｨｽ
ｶｯｼｮﾝの基礎をつくる

ＳＧ探究活用（１）

課題研究を政策提言論
文としてまとめ、大学で
の研究や志す進路へつな
げる

ＳＧ探究（２）
５人の担当教員

グローバル課題につい
てグループ別課題研究を
行う。海外研修やフィー
ルドワークを実施し、大
学院生の指導を受ける。

ＳＧ探究基礎（１）
担任・副担任中心に指導

プレゼンテーションス
キル・統計学の基礎を学
び、PPDACによる課題解
決の手法や表現力を身に
つける

普通科全クラス

Ｓ
Ｓ
Ｈ

普通科文型 普通科理型

Ｓ
Ｓ
Ｈ

ＳＧ
コース
（１）

普通科文型 普通科理型
ＳＧ
コース
（１）

Ｓ
Ｓ
Ｈ

海外研修

国内フィールドワーク

プラクティカル・
イングリッシュ（１）

留学生や海外研修での英
語によるﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの実践を
通して、英語運用能力の向
上をはかる

グローバル・
イングリッシュ（１）

英語によるﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝの
準備や論文の要約を通して
、大学で研究するための基
礎的な英語運用能力を養う

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ
英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

英語での成果発表会

研究発表会

政策提言論文

英語検定など

英語検定など

グローバル課題レポート

大学教授・院生による助言

多面的に考え，多角的に行動する力を持っ
たグローバルリーダーの育成

・リベラルアーツ教育による人
間・社会理解と科学的考察力
・言語活動・ICT活用を通した表
現力
・実践的英語活用能力

・文型・理型生徒の共通カリキュ
ラム（数Ⅲ）と協働研究によるハ
イレベルな学習活動

・様々な体験を通した骨太で主体
的な学びへの深化

・社会への還元を視野に入れた活
動の総まとめ
・学びの延長としての進路実現

実践的英語力

課題解決力

幅広い教養

文理融合

研究の深化文理混合
クラス

研究・発表スキル

【１年】

【２年】

【３年】

英語による研究要綱

金沢泉丘高校 ＳＧＨカリキュラムの構造



学校設定科目「ＳＧ思考基礎」
現代社会の授業（２）＋演習（１）

公民・理科・情報によるチームティーチング

（内容）現代社会の基礎知識・理論の習得だけ
ではなく、社会問題に対して科学的・批判的
に思考し、論理的に表現する力を養成

遺伝子組み換え食品について全く知ら
なかったので、知ることができて良
かった。遺伝子組み換え食品について
は絶対反対だと思ったけど、賛成側の
発表を聞いて新たな発見があって物事
は多面的に考えるべきだと思った。



学校設定科目「ＳＧ思考基礎」
１年間の主な内容

科学的に考えるとは
情報リテラシー「原発再稼働の新聞報道を比較する」
数値リテラシー「数値の扱い方や有効数字」
【実験】「葉の細胞観察」→【ＰＣ活用】データ処理→考察

環境・エネルギー問題
【演習】「環境・エネルギー問題を論ずる」

５人１グループで４つの環境・エネルギー問題に対して賛
否のプレゼン

豊かさとコミュニティ
【演習】「豊かさとコミュニティを考察する」
４人１グループで10のＳＤＧｓとその関係あるグローバル
課題、問題解決に利用できそうな科学技術についてまと
め、ポスターセッション

１学期

２学期

３学期

協働で探究的手法を用いて、現代社会の諸課題について学び、
表現する活動



課題研究のカリキュラム

３年間のデザイン
【１年】 【２年ＳＧコース】 【３年ＳＧコース】

【２年普通コース文型】 【３年普通コース文型】

ＳＧ探究基礎 ＳＧ探究活用ＳＧ探究

ＮＳ探究α ＮＳ探究β

プレゼン基礎・統計入門
↓

ローカル課題の研究
〔課題発見〕

グローバル課題の研究
〔課題発見・解決方法の提言〕

グローバル課題の研究
〔英語による発信〕

ローカル課題の研究
〔課題解決方法の提言〕

社会課題の多面的考察
〔論理的表現力を磨く〕



課題研究のカリキュラム
１年次では《課題研究の基礎づくり》

ＳＧ探究基礎 ＳＧ思考基礎

プレゼン基礎（簡単なプレゼンを企画・実施）

プレゼン活用（学部学科調べをコンテンツに
伝え方を学ぶ）

紙ベースでの発表

課題研究（プレゼン活用Ⅱ）
統計学のＰＰＤＡＣの手法を活用
ふるさといしかわの課題発見
データの収集
プレゼンソフト（Power Point）を活用
クラスをシャッフルして校内発表

グループでの演習・ディスカッション
「情報リテラシー」「数値リテラシー」
実験・計測
計測データの処理
レポート作成

「環境・エネルギー問題を論じる」

４つの命題に関して賛否の立場
からプレゼン（紙ベースでの発表）

「豊かさとコミュニティを考察する」

ＳＤＧｓを切り口にグローバル課題と科学
技術についてポスター発表

紙ベースでの口頭発表

プレゼンソフトでの口頭発表

商品を使った口頭発表

紙ベースの口頭発表

ポスターセッション

【ＰＣ実技】Excel

【ＰＣ実技】Word

【ＰＣ実技】Power Point

情報リサーチのリテラシー

スキル開発プログラムの連動と
多くのリサーチ・発表の機会



課題研究のカリキュラム

２年次では《探究的学習の実践》

2年ＳＧコース 文理融合を生かした課題研究
（文型・理型ほぼ半数ずつ）

ＳＧ探究

国内フィールドワーク・国連大訪問

海外研修

大学教授・院生による指導

テーマ：「人間の活動と生態系の調和
～いしかわの自然・文化・社会から見るグローバル課題の考察」

環境・エネルギー 豊かさとコミュニティ

グループ別課題研究

さまざまな良質な刺激



課題研究のカリキュラム

・グローバル課題について、グループ別課題研究

（４～５名のグループ、文理混合）

・研究を深めるために、フィールドワーク等体験を重視

・大学教授や大学院生などから専門的な指導・助言を
受ける

・英語を含む発表や議論の機会を設ける

ＳＧ探究 さまざま価値観の中での協働

地に足の着いた実証的研究

ハイレベルな「研究者」との出会い

“失敗”“成功”の経験



課題研究のカリキュラム

３年次では《研究成果の発信》

３年ＳＧコース

・地に足の着いた研究（グローカル）を再度グローバ
ル課題として意識・再構築

・研究成果を英語で発信

・将来のキャリア形成につなげる

ＳＧ探究活用

世界を意識する、志を育む

大学での研究の準備



普通コース・ＳＳＨとの関係
金沢泉丘高校には２つの“実験場”

１年

2年

3年

SGH
普通科全クラス

理数科

全員に対して課題研究に向けた基盤づくり

普通科文型
SG
コース

普通科理型 理数科

理数科普通科文型
SG
コース

普通科理型

選抜

２

ＳＧコースで、“実験的に”
開発したプログラムを適用

ＳＳＨが開発したプログラム
を理数科から普通科理系
へ拡大

ＳＳＨが先行的に開発してきた研究手法を参考にＳＧＨのプログラム作成

ＳＧＨ対象 ＳＳＨ対象



普通コース・ＳＳＨとの関係
互いの課題研究を共有することで生徒同士で刺激
（“持続可能な”学び＝学校としての「財産」）

優秀チームの発表を
ＳＧコースが参観

Ｓ

Ｇ

コ

ー

ス

普

通

コ

ー

ス

文

型
ＳＧコースの中間発表を

普通コース文型が参観

理数科の中間発表を
ＳＧコースが参観

理

数

科

１ 年 普 通 科

３年

２年 ２年

最優秀プレゼンをビデオで視聴

研究大会において代表チーム
同士の発表を参観

リハーサルを活用して、１年生が
ＳＧコースの研究発表を参観



研究開発の成果と課題
成果１ 社会とのつながりが学びの意欲を高める

1

7月 12月 7月 12月 7月 12月

2015年 2016年 2017年

社会問題への関心

（３年間の推移：全学年）
とても高い 高い

70％強で維持・安定事業が始まって効果

70.9
67.1

78.3

1年 2年 3年

社会問題への関心

（2017年12月）

社会問題への関心が高まる＝主権者教育としての機能

72.1%69.4%
77.5%76.0%74.7%

55.1%



研究開発の成果と課題

成果２ 新たな学力の意識化・可視化

7月 12月 7月 12月 7月 12月

2015年 2016年 2017年

探究活動で協働

（3年間の推移：全学年）

とてもできる できる

7月 12月 7月 12月 7月 12月

2015年 2016年 2017年

課題発見力

（3年間の推移：全学年）

とてもできる できる

7月 12月 7月 12月 7月 12月

2015年 2016年 2017年

客観的な根拠に基づく結論

（3年間の推移：全学年）

とてもできる できる

80.6 82.2
76.7

68.172.0
79.9

探究的学習を通した探究スキルの向上



研究開発の成果と課題
成果３ 壁を超える・天井を取り除く

1

33.1 34.8

54.0
64.2 60.4 62.7

7月 12月 7月 12月 7月 12月

2015年 2016年 2017年

外部機関に連絡交渉

（3年間の推移：全学年）

とてもできる できる

金沢大学学長へ提案に行く生徒も・・

生徒の「主体的行動力」の飛躍的向上



研究開発の成果と課題

成果３ 壁を超える・天井を取り除く
教員同士の協働とベクトル合わせ（ＴＴ、プロジェクトチーム）

33%

44%

60%

57%

52%

38%

10%

4%

2%

0%

0%

0%

2015

2016

2017

グローバル教育の意義・必要性（教員）

おおいに感じる 感じる そこまで感じない 感じない

40.0% 6.7% 31.7% 21.7%

授業・企画開発に携わり、意欲的に取り組んだ

授業・企画開発に携わったが、前向きではなかった

機会はなかったが、理念に基づく取組に挑戦している

機会がないため、取組の意識もない

実際に関わった

探究的な学習に積極的に挑戦

ＳＧＨ事業への関わり方（2017年教員）

・「ＳＧ思考基礎」「ＳＧ探究基礎」での
ティームティーチング
・ＳＧＨプロジェクトチームによる議論・研究
（→教育改革研究ＰＴへ）



研究開発の成果と課題
課題１ 伸び悩む海外への志向性

16

47.6
51.4

54.7 51.8 51.5
54.1

7月 12月 7月 12月 7月 12月

2015年 2016年 2017年

将来国際的に活躍したい

（3年間の推移：全学年）

とても思う 思う

55.8 57.4

92.7

44.8

53.0

72.5

46.3

将来国際的に活躍したい

（2017年12月）

まだまだ低い海外留学・進学の意欲、将来のビジョン



研究開発の成果と課題

課題２ “特別な取組”からの脱却

・「探究的な学び」を全教員が指導できるように
（指導の手引き作成、担当者の広がり）

・「探究的な学び」で一般教科の授業も変える
（授業・試験問題の改善）

・教育改革へしなやかに対応できる組織作り
（教育改革研究ＰＴの継続・発展）

・予算・環境の制約を克服する工夫

“持続可能な”指導体制の構築



ＳＧＨの研究開発を通して
私たち教員にとっても「課題研究」

これから新たに必要となる力は

学校・生徒の現状から【課題を発見する力】

問題を克服するための【課題解決力】

教員間や外部との【協働の力や交渉力】

成果を検証する【分析力】

取組成果を【発信する力】

そして、何よりも

【失敗を恐れず、変化に立ち向かう力】


